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図１８最大長／猿人幅の比率を示す集積グラフ
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図１９最大厚／打圧面最大厚の比率を示す集積グラフ
で，同技法による細石刃剥離が鹿角製道具を用いた抑圧剥離であったと述べてい為〔1961：ｐｐｌ５－１９；渡辺
(編）１９７７：ｐ､314〕。－方，松沢THI生は，細石刃が（直接的，或いは，間接的な）打撃剥離と押)ﾓ剥離のいずれ
によっても剥離され得ることを述べている〔1988：ｐ､14〕・
過去人の押圧剥離の採用・不採用については，同剥離に適した石材の有無，そして，剥離具となり得る素材の
有無という極めて根本的な問題が絡むと思われる。それ故，細石刃剥離イコール押圧剥離という直線的図式は成
立しないと思われる。
石器製ｲﾉl当技術の復元的研究５細石刃iMill雛方法の同定研究２１
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おわりに
本研究はイラク・デール・ハル遺跡６層出土口器の分析にその根源を持っている。
北イラク地方‘ザグロス山麓の中石器時代と新石器時代にまたがる所謂先ジャルモ遺跡に於いては，他地方同
様に幾何学形細宕器作りが盛行し，そのための細石刃剥離が盛行した。
この先ジャルモ遺跡群は紀元前9,000年から7,000年に年代づけられ，大雑把に，穀物栽培社会，或いは，家畜
飼育社会の出現期の中に位置づけられている。
しかしながら，これら遺跡群における石器内容は一様でない。例を挙げれば，幾何学形細石器の製作はマイク
ロ・ビュラン技法による場合とよらない場合があり．また，細石刃の剥離については，（直接・間接の）打撃剥
離と抑圧剥離の二者が採用きれていたようである。
これら遺跡相互の年代差に関しては，今Ｒまで，鎌光沢を持つ石器の存在が唯一引き合いに出されてきたと
言っても過言ではない。
鎌光沢を持つ石器の存在は言うまでもなく，マイクロ・ピュラン技法や押庄剥離の有無も，また，遺跡の年代
差を解明する鍵となり得るものである。
マイクロ・ビュラン技法と押圧剥離という二つの技術要素は]遺跡相互の年代差をぶすというよりは，むし
ろ，ザグロス山範と西方レヴァント地域（マイクロ・ビュラン技法）或いは東方シベリア・モンゴル地域（押圧
剥離）との間に存在した文化接触の多少に起l対する地域的差異を示すものであるかもしれない。しかし，この＝
者は，幾何学形細宥器製作のための特異な細石刃分割概念（マイクロ・ビュラン技法）であり，また，極めて特
異な石片剥離の概念（押圧剥離）である。それ故，この二者を先ジャルモ遺跡群の年代兼を解明し得る技術要素
として見ることも可能である。
このようにして，先ジャルモ遺跡群における抑圧剥離の有無，そして，細石刃剥離方法の内実の解明が今回の
研究課題として浮上したのである。
大沼克彦・久保□止寿
しかし，上述の研究目的を踏まえるならば，本研究における復元製作は，先ジャルモ遺跡群で使用されていた
細石刃素材（プリント質岩石）に類似したチャートや頁岩質岩石などを用いたものでなければならず，また，
考古遺物自体の分析は,本来,先ｼﾞｬﾙﾓ遺跡群出土細石刃そのものになされるべきであったと言わねばなら
ない。
とはいえァ諸般の事情から，本ijr究は黒唯石による復元研究と北海道白滝服部台遺跡川上細石刃の分析から構
成されている。
この点については，大沼は三種剥離方法を用いて珪質頁岩の細石刃を製作し，その分析も行っている。それ
故，先ジャルモ遺跡の細石刃剥離方法に関しては別の機会で論じるつもりである。
最後に，以下の諸点で本論を結ぶことにする。
ｌ）細石刀の打lE面形は個人癖や技術的熟練度を超越し，直接打法による細石刃グループを間接打法と抑圧剥
離によるグループから分離させる。
２）細石刃の股大原は，そのしかたが剥離方法の違いに対応しながら異なるにせよ，打圧面取大原の大小に比
例する。それ故，最大厚／打圧IIi最大厚の比率における三種剥離力法毎の比例の度合い差は，細石刃のグ
ループ|可定に極めて有効な基準である。この比例変異IljMもまた個人癖一技術的熟練度を超越する。
３）極々の同定基準，特に上記二項の基準に基づく限り，白滝服部台遺跡出土ﾎﾟmLi刃は抑圧剥離で剥離された
ロJ能性が極めて高いと言うことが出来る。
注
１）中行器文化の概要については角田文衛〔1979〕を参照きれたい。
２）角田の訳〔1979：ｐ699〕による。
３）ロンドン大学考古学研究所・皿･HNewcomerのゼミナール〔1978/79〕による。
４）マイクロ・ピュラン技法の工程についてはTixier〔1963：pp39-42〕の復元研究がある。
５）細石器の概妥については藤本<1979〕を参照されたい。
６）実験考古学全般を扱った概説書としてはＪＣｏｌｅｓのＥ幼E"，"`'2ｆａＪＡ'℃/ｗｏ/唖〔1979〕がある。また，実験製作に基づく石
器研究についてはＬＬ､Johnsonの研究史〔1978〕が詳しい。
７）石器研究とは世だ分野を異にするが，久保mは，明らかに焼成遺惟が出ｋしている上師器を対象とした焼成実験をおこ
なっている〔1989]。これまで焼成遺構は全国で52遺跡から500余りの報告例があり，その形状は，底部に被熱部分を伴う
直径Ｌ５から２．０ｍ前後の椀状をなすものが多い。しかし，これらの道;},'#仁於いては，多量の木炭や破損,Ａｌｉの出土が榧
めて希で，周辺に粘土擁掘坑や工房跡を伴っているということのみで焼成遺榊と判断されてきた。それ故，焼成方法や，
如何なる熱空間中での焼成であったかという研究はなざれてこなかったのである。そこで，これら焼成遺構の分析と民族
事例を参考にしながら実.験を重ねた結果，久保田は，少量の薪，藁，そして上部を藁灰で獲った「覆い焼き」という方法
が最も合理的であるという結論に達した。「覆い焼き」では，燃料の薪はすべて燃焼し木炭は殆ど残らず，唯一残る藁灰
は次の焼成のためすべて回収される。その結果，焼成地点には底面に被熱による赤色部が生じるだけで，まきに出土遺構
と同様な所見となるのである。焼成温度についても,上部を覆った灰により上昇はいわゆる野焼きに比べてはるかに緩や
かであり，しかも700度前後の温度が長時間保持されることが明らかとなった。この雰囲気のなかで，土器は破損するこ
となく，土師器の斎一性を持った色調に焼き上がるのである。この実験によ})，灰を取り去るといった，考古学資料では
検出できない人間の行為を介在苔せて遺桁を考察することが､｣能となり，焼成遺榊には木炭や破損品が出土するものであ
るとか，土器の焼成温度は細文，弥生，土師器と時代が下るにしたがって上昇してゆくといった，これまでの一般的な考
え方を再検討する極めて有効な手段を提示することが出米たのである。
８）Cmbtreeは，胸部・而祁からｵlllされ患抑圧具使用の細石刃剥離を記述している〔1967：ｐｐ､68-69〕･松沢正生氏の教示に
よれば，同様な方法はPelegrinによっても採用されている。しかしながら，CrabtreeとPelegrinのいずれに於いても，
石核l司定具は人工のiI)のであり，岩石の自然の裂け目や窪みを利用することはないようである。
９）これまでの大沼のjlll圧剥離の経験からは，黒曜何のすべてが押圧剥離における圧面の擦りに利点を見いだすのか，或い
は．この利点が特定岩質黒曜石に限られ忠のかについて|折言することは出来ない。しかし，Ｉｆ面を擦ってすべり止めを施
石器製作技術の復兀的研究：細石刃泉'1雑方法の同定研究２３
ざない限り抑圧剥離し難い黒曜石のあることは事実である。山田晃弘は，湧別技法による舟底形石核の甲板面に見られる
擦痕について，同石核に由米する細石刃の打面・抑圧面の分析から，“擦痕が着けられ愚のは，細石刃剥離直liiから剥離
作業中である。〔1986：ｐ,387〕”と述べ，この擦痕が剥離の際のすべ1)[lこめであった可能性を強く示唆している。
１０）Ｂｅｒｍｍは，剥離される細石刃が抜けるためのＶ字形空間を決り込まれた木製石核固定具を左掌に持ち，右手で握った角
先で細石刃を剥離する。松沢皿生氏の教示によると，同様な方法はPelegrinによっても採用されている。ただ．Pelegrin
は（胸部から押苔れる）長めのlIl1I-E具と手握り角先の_ﾕ者を用いるようである。
11）Tixjerの定義〔1963：pp36-39〕による。
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